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立神峡だより
今年も可愛い園児が親子で森の散歩を満喫今年も可愛い園児が親子で森の散歩を満喫

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページ
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546 （8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

　常葉保育所では毎年、この時期に立神峡公園を訪
れ森の散歩を楽しみます。
　今年も先月に引き続き、子育て奮闘中のお母さん
とヨチヨチ歩きの可愛い子どもたちが来て、ゆっく
りとした足取りで散歩を楽しみました。前回は、雨
の中、梅を収穫しましたが、今回はビワの収穫を体
験しました。高枝切りばさみを使ってたくさんのビ
ワを収穫し、楽しんでいました。毎年恒例となった
森の散歩も、もっと多くの園児が参加して、幼児期の多感な時を自然に親しむ大切さをここ立神峡
の公園で体験してもらえたらと思います。

不要になったバーベキューの網を有効活用不要になったバーベキューの網を有効活用
　立神峡公園では、宿泊者がログハウスやロッジを利用してバーベキュー
を楽しみますが、その使用したバーベキューの網はいつも使い捨ての状態
で、年間で数百枚にもなります。
　そこで、使った網の有効活用を考えてみました。公園では、年間の作業
で竹や廃材など様々な部材が出ますがこれをチッパーという器材で粉砕し
て腐葉土にしています。ここに、カブトムシなどが産卵して卵を産み付け
ます。今までは、ふ化したカブトムシは自然に返していましたが、子ども
たちに多くのカブトムシをプレゼントしたいという思いで考えた結果、網
の有効活用でカブトムシを捕まえることにしました。夏休みを前にどれだ
けのカブトムシがふ化するかわかりませんが乞うご期待。

ログハウスなどの時間貸しを利用して有意義な一時をログハウスなどの時間貸しを利用して有意義な一時を
　公園内にはログハウスが３棟・ロッジが２棟・里地屋敷が有ります。休みともなれば宿泊客で混
雑しますが、意外と知られていないのが施設の時間貸しです。
　特に、夏場は野外でバーベキューを楽しむグループでにぎやかですが、施設は宿泊客が出た後、
清掃が終われば一時間1000円という格安の料金で、クーラーの効いた部屋で楽しくバーベキュー
を楽しむことが出来ます。9日の日曜日には町内の親子連れが数組で利用してくれました。幼児も
安心して過ごすことができ、楽しい一時を自然に囲まれたログハウスで過ごすのも、また格別です。
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